
ま つ お 新 聞(1)平成３１年１月１日 第 ２４５号

松
尾
史
学
会
発

行
の『
松
生
』と
い

う
冊
子
に「
久
井
に

あ
っ
た
清
水
」と
い

う
文
章
が
載
っ
て

い
た
。曰
く「
昭
和

３０
年
代
ま
で
は
、
市
道
２
３
２
号

線
の
崖
下
に
８
つ
の
清
水
が
湧
き

出
て
い
て
菜
洗
い
や
洗
濯
の
す
す

ぎ
に
利
用
し
て
い
た
が
、上
段
の

宅
地
化
に
よ
り
徐
々
に
水
が
出
な

く
な
っ
た
」と
▼
学
校
帰
り
に
、水

神
様
の
傍
ら
に
置
か
れ
た
湯
呑
み

茶
碗
で
飲
ん
だ
清
水
の
清
冽
さ
を

思
い
出
す
。
上
溝
、久
井
、新
井
、水

城
、清
水
、代
田
、
実
に
松
尾
の
区

の
半
数
が
水
に
因
ん
だ
名
前
だ
。

豊
か
な
水
は
稲
作
や
養
鯉
業
に
利

用
さ
れ
て
き
た
。
裏
返
せ
ば
水
害

に
見
舞
わ
れ
や
す
い
土
地
柄
と
も

い
え
る
の
か
。自
分
の
住
む
地
の

成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
は
重
要
だ

▼
最
近「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」問
題

を
耳
に
し
な
い
。松
尾
か
ら
緑
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。常
盤
台

か
ら
坂
を
下
れ
ば
家
並
み
が
露
わ

に
な
る
。事
は
起
き
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
。
起
こ
っ
て
か
ら
で

は
遅
す
ぎ
る
▼
自
然
は
征
服
す
べ

き
も
の
で
は
な
く
、人
間
は
自
然

の
一
部
と
い
う
の
が
日
本
人
の
感

性
だ
が
、近
年
の
自
然
は
共
生
の

域
を
超
え
て
し
ま
っ
た
感
が
あ

る
。
平
成
は
自
然
災
害
の
多
か
っ
た

時
代
と
記
憶
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ

う
か
。
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久井区 自然に親しむ会
みんなで丹精こめてみんなで丹精こめて

渡りをすることが知られ、注目を集めるようになった大型の蝶アサギマダ

ラ。その飛来を願って、昨春、久井区の自然に親しむ会はアサギマダラの好

物フジバカマを移植した。
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ようこそ松尾へようこそ松尾へ
清水区　佐々木直也さん　歩さん清水区 佐々木直也さん 歩さん

言
葉
が
優
し
く
温
和
な
印
象

Ｑ

出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ

鼎
で
す
。
妻
は
松
本
で
す
。

Ｑ

以
前
は
ど
こ
に
お
住
ま
い
で

す
か
？

Ａ

以
前
は
長
野
県
中
西
部
の
東

筑
摩
郡
山
形
村
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

仕
事
の
関
係
で
駒
ヶ
根
、
木

曽
、
長
野
市
と
あ
っ
ち
こ
っ

ち
引
越
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ

な
ぜ
松
尾
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
か
？

Ａ

鼎
の
実
家
か
ら
近
く
、
暖
か

く
て
住
み
や
す
い
と
思
っ
た

の
で
こ
こ
に
家
を
建
て
ま
し

た
。

Ｑ

松
尾
の
印
象
は
い
か
が
で
す

か
？

Ａ

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
運
動
会

や
お
祭
り
な
ど
盛
大
に
や
る

地
区
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

夜
間
ソ
フ
ト
の
チ
ー
ム
に
も

入
れ
て
い
た
だ
き
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

Ｑ

松
尾
地
区
に
改
善
し
て
ほ
し

い
こ
と
や
、
期
待
す
る
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

道
路
の
狭
い
と
こ
ろ
や
用
水

路
な
ど
改
善
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
子
供

た
ち
が
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
な
環
境
に
な
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

松
本
出
身
の
妻
の
歩
さ
ん
は
「
長

野
県
内
で
も
松
尾
は
気
候
が
温
暖

で
、
会
話
が
柔
ら
か
く
優
し
い
の

で
温
和
な
印
象
」「
飯
田
弁
の
よ
い

と
こ
ろ
は
語
尾
に
『
な
』
と
か
『
だ

に
』
と
か
つ
く
と
こ
ろ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

今回は松尾に引越して７年目の清水区佐々木直也さんにインタビュー。
佐々木さんは妻と男子３人の元気で明るい５人家族です。

家族で佐渡へ

●
文
化
祭
２
日
間
に
わ
た
る
芸
能
発
表
会（
２
月
）

●「
松
尾
小
６
年
生
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
！！
」開
催（
７
月
）

●「
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ・世
界
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
松
尾
地
区
」

各
会
場
で
特
色
あ
る
公
演（
８
月
）

●「
松
尾
地
区
落
語
会
」開
催（
８
月
）

●「
松
尾
地
区
市
民
運
動
会
」今
年
も
無
事
開
催（
10
月
）

●「
松
尾
小
５
年
生
液
体
窒
素
と
超
電
導
リ
ニ
ア
を
体
験
し
よ
う
！！
」開
催（
11
月
）

●
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
11
月
）

平成30年こんな年でした

「アサギマダラを見る会」のさなか、会員たちの前に飛来

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

色
づ
い
た
モ
ミ
ジ
の
下
で
の

色
づ
い
た
モ
ミ
ジ
の
下
で
の

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
で
、
紅
葉
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
１１
月
３
日
よ

り
１７
日
の
期
間
、
照
明

１７

２０
基
に

よ
り
行
わ
れ
、
最
終
日
の
１７
日

に
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
が
あ
っ
た
。

商
工
会
議
所
松
尾
支
部
・
Ｊ

Ａ
み
な
み
信
州
松
尾
支
所
に
よ

る
物
販
屋
台
で
の
五
平
餅
販
売

な
ど
や
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

総
務
部
に
よ
る
豚
汁
無
料
サ
ー

ビ
ス
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、「
や
わ
た
竹
の
わ
」

が
総
務
部
と
一
緒
に
竹
宵
ぼ
ん

ぼ
り
を
、
参
道
や
随
身
門
上
の

石
段
な
ど
に
設
置
。
飯
田
Ｏ
Ｉ

Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校
の
生
徒
は
参
道

上
の
石
段
に
自
作
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ラ
イ
ト
を
並
べ
、
共
に
ロ
ウ

ソ
ク
の
明
か
り
を
灯
し
た
。
来

場
者
は
上
か
ら
の
ぞ
き
こ
ん
だ

り
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ゆ
ら
ゆ

ら
と
揺
れ
る
明
か
り
に
見
と
れ

て
い
た
。

今
年
は
下
の
池
近
く
の
広
場

に
舞
台
を
作
り
、
森
田
梅
泉
さ

ん
が
小
学
校
篠
笛
ク
ラ
ブ
と
一

緒
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。

約
１
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

篠
笛
や
フ
ル
ー
ト
な
ど
の
楽
器

で
の
演
奏
に
観
客
は
聴
き
入
っ

て
い
た
。

舞台で演奏する森田梅泉さんと篠笛クラブのメンバー

き
っ
か
け
は
一
昨
年
秋
、
新
聞
紙
上

で
千
代
の
よ
こ
ね
田
ん
ぼ
に
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
が
沢
山
来
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

観
察
に
出
か
け
た
こ
と
。
会
員
ら
は

「
松
尾
で
も
や
ら
ま
い
か
」
と
や
る
気

に
な
り
「
旧
飯
田
城
の
八
間
門
」
前
の

休
耕
地
を
移
植
の
候
補
地
に
挙
げ
た
。

地
主
は
「
小
学
生
や
園
児
が
門
の
見
学

に
来
た
時
、
新
た
な
魅
力
に
な
る
」
と

快
諾
。
会
員
ら
は
数
人
か
ら
株
分
け
し

て
も
ら
っ
た
フ
ジ
バ
カ
マ
を
植
え
、
夏

場
は
草
取
り
に
精
を
出
し
た
。
ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
大
量
発
生
し
た
際
も
、

薬
剤
を
撒
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

人
海
戦
術
で
駆
除
し
た
。

９
月
、
秋
の
七
草
で
も
あ
る
フ
ジ
バ

カ
マ
が
満
開
に
。
芳
香
に
誘
わ
れ
色
々

な
昆
虫
が
集
ま
っ
て
く
る
。
会
員
ら
は

毎
日
の
よ
う
に
様
子
を
見
に
で
か
け
、

１８
日
に
初
め
て
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
飛
来

を
確
認
。
約
１
カ
月
に
渡
っ
て
数
十
頭

が
目
撃
さ
れ
た
。
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
生

態
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

会
で
は
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。
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順

位

戸
数
割
点

分

館

名

順

位

合

計

分

館

名

１１.４４上 溝１３１１.０上 溝

２１.３０久 井９１９０.５久 井

５０.８１水 城１０１９０.０水 城

９０.７１新 井８１９３.５新 井

３１.２６寺 所５２２１.０寺 所

６０.７６明２３０２.０明

７０.７５清 水１１１２３.５清 水

１００.５７城７１９４.０城

４０.９６八幡町４２３０.０八幡町

８０.７１代 田３２７７.５代 田

１２０.４４毛 賀６２０７.０毛 賀

１１０.４４常盤台１２１１４.０常盤台

平成30年度

松尾地区市民運動会松尾地区市民運動会松尾地区市民運動会
総
合
優
勝

上
溝
区

上
溝
区

上
溝
区

上
溝
区

戸
数
割
優
勝

～仲間とつながる第１歩 仲間を信じて勝利をつかめ‼ 深めよう分館の輪～

役

員

リ

レ

ー

ク

イ

ズ

パ

ワ

ー

ラ
ッ
キ
ー

ウ
ォ
ー
タ

あ
わ
て
て

パ
ン
食
い

競

走

ム

カ

デ

競

走

壮

年

会

な
わ
と
び

ツ

ー

シ
ョ
ッ
ト

さ

傘

分

館

名

３０１５１５３５３０３０８４９.５３０２３３１.５１４上 溝

１５２５０１５２５１０６２５.５２５２０１０１４久 井

５２０１０１５１５２５８.５１９.５２０７３５１０水 城

１０３５５５２０１５１１.５２２.５１０１７３０.５１２新 井

３０４００１５５２０１０９２０３０２４１８寺 所

２０２５１５４０１０３０１９２６３０４０２９１８明

２０１５５５３０２０５.５３１０８０２清 水

１５２０６０５１０１５１３.５２２１５３９.５６城

５３０１５５２０２５１３２７１５３７３２６八 幡 町

２５４０４０２５２５５１７１３.５２５３２２０１０代 田

２５３５５２５１５５１４６５４０２２１０毛 賀

１０３０１５１５５１０３１.５５１６.５１２常 盤 台

運動会得点結果表
種 目 別 総 合 戸 数 割

１０
月
７
日
、平
成

１０

３０
年
度
松
尾

地
区
市
民
運
動
会
が
松
尾
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
約
３
０
０
０
人

の
参
加
で
行
わ
れ
た
。

今
年
度
も
、
上
位
を
狙
っ
て

熱
く
な
る
区
民
の
姿
や
、
交
流

を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

応援コンテスト
①元気がある

上溝分館
②面白い

八幡町分館
③そろっている

代田分館
④一体感

寺所分館

松
尾
地
区
の
み
な
さ
ん
す
ば

ら
し
い
運
動
会
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。心
配
し
て
い
た
台

風
も
奇
跡
的
に
逸
れ
、無
事
運
動

会
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
前
日
か
ら
準
備
等

行
っ
て
い
た
だ
い
た
実
行
委
員

の
み
な
さ
ん
の
ご
尽
力
の
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
が
た
え
な
い
運
動
会
で

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
深
め
よ
う
分

館
の
輪
」
ま
さ
に
分
館
の
輪
が

深
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
全
て
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、

来
年
も
晴
天
に
な
る
こ
と
を
祈

り
つ
つ
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

分
館
の
輪

ス
ポ
ー
ツ
委
員
長

松
倉

進
一

「
結
果
は
気
に
せ
ず
、
今

自
分
の
出
来
る
事
を
楽
し
ん

で
や
ろ
う
！
」
こ
れ
が
私
の

上
溝
区
民
の
皆
に
対
す
る
思

い
で
し
た
。

上
溝
区
民
一
体
と
な
り
、

楽
し
ん
で
取
り
組
ん
だ
結
果

「
上
溝
総
合
優
勝
」の
栄
冠
に

輝
い
た
の
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

晴
天
の
も
と
、
運
動
会
始

ま
る
。
と
び
っ
く
ら
だ
。
可
愛

い
子
供
た
ち
が
走
る
。
牧
野

市
長
も
走
る
。
最
後
ま
で
全

力
。
区
民
の
心
ひ
と
つ
に
全

力
、
栄
光
の
優
勝
上
溝
分

館
。
頑
張
り
ま
し
た
。
連
覇

目
指
し
、
祝
勝
会
ビ
ー
ル
で

乾
杯
。

大
会
役
員
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

今
年
の
運
動
会
は
前
夜
の
大

雨
も
ぴ
た
り
と
止
み
、
穏
や
か

な
晴
天
の
下
で
熱
く
熱
く
盛
り

上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

８０
年
以
上
続
く
松
尾
運
動
会

は
地
域
の
団
結
力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
役
員
を
は

じ
め
地
域
の
皆
様
に
厚
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

全

力
大
会
長

宮
澤

直
人

感

謝
実
行
委
員
長勝

野

薫

皆
で
楽
し
ん
で

上
溝
分
館
長
山
田

郁
夫
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９
月
２９
日
、
毛
賀
諏
訪
神
社

秋
季
例
大
祭
が
行
わ
れ
た
。
今

年
は
２
日
前
か
ら
の
雨
が
２９
日

も
続
く
と
の
予
報
だ
っ
た
た
め

中
止
も
検
討
さ
れ
た
が
、
事
前

の
準
備
が
早
く
か
ら
進
め
ら
れ

区
民
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
た

た
め
、
雨
天
決
行
と
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
今
年
は
屋
内
の
観
覧
席

の
設
置
を
や
め
、
代
わ
り
に
区

民
会
館
を
全
面
開
放
し
、
そ
こ
を

来
場
者
の
た
め
の
休
憩
場
所
と

し
た
。
ま
た
壮
年
会
に
よ
る
飲

み
物
や
焼
き
鳥
な
ど
の

屋
台
と
、
区
民
有
志

「
キ
ッ
チ
ン
・
Ｋ
」
に
よ

る
う
ど
ん
の
屋
台
を
、
購

入
者
が
雨
に
濡
れ
な
い

よ
う
に
と
区
民
会
館
入

口
の
横
に
設
営
し
た
。

当
日
、
毛
賀
区
の
４

つ
の
部
で
は
、
神
輿
に
ビ

ニ
ー
ル
の
雨
除
け
を
被

せ
、
全
員
が
雨
具
を
着

用
し
そ
れ
ぞ
れ
神
輿
連

を
繰
り
出
し
た
。
途
中
か

ら
は
緑
ヶ
丘
中
の

文
化
祭
か
ら
帰
っ

た
中
学
生
が
参
加

す
る
な
ど
区
民
総

出
で
協
力
し
、
夕

方
５
時
に
は
４
部

と
も
に
神
社
に
集
結
。
一

斉
に
き
お
い
込
み
を
行
っ

た
。夜

の
部
で
は
恒
例
の
奉

納
煙
火
が
催
さ
れ
、
毛
賀

区
「
打
舞
会
」
が
、
数
多
く

毛賀区

の
打
ち
上
げ
花
火
や
ナ
イ
ヤ
ガ

ラ
・
ぶ
ど
う
棚
な
ど
の
仕
掛
け

花
火
を
披
露
し
た
。
集
ま
っ
た

人
々
は
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
頭

上
を
見
上
げ
、
迫
力
あ
る
花
火

の
数
々
を
堪
能
し
て
い
た
。

分
館
事
業
と
し
て
秋
に
ペ
タ

ン
ク
大
会
を
清
水
公
園
で
行
っ

城区文化教養講座

水引で正月飾り
「今年はなかなか上手に出来た」「今年はなかなか上手に出来た」

１１
月
１１

２５
日
城
集
会
所
で
、
文

化
部
主
催
の
「
水
引
で
正
月
飾

り
を
作
ろ
う
」
が
行
わ
れ
、
区

民
２３
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
野
々
村
水
引
店
の
野
々
村

京
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、野
々

村
さ
ん
の
息
子
で
緑
ヶ
丘
中
学

校
２
年
生
の
将
星
さ
ん
も
材
料

運
び
な
ど
を
手
伝
っ
た
。

佐
々
木
伸
一
分
館
長
の
挨
拶

の
後
、
い
よ
い
よ
正
月
飾
り
作

り
の
開
始
。
２
人
ペ
ア
と
な
り
、

緑
色
の
わ
ら
水
引
を
ね
じ
り
な

が
ら
縄
の
よ
う
に
編
ん
だ
後
、

ま
る
く
輪
を
作
り
、
昨
年
は
な

か
っ
た
梅
結
び
や
、
す
で
に
準

備
さ
れ
て
い
た
あ
わ
じ
結
び
な

仕掛け花火ナイアガラの様子

雨でも元気にワッショイ

力を入れて「よいしょ」

回 回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 回
回

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

１１
月
３
日
飯
田
女
子
短
期
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
代
田
区
ペ
タ

ン
ク
大
会
が
行
わ
れ
、
５６
チ
ー

清
水
区

ム
２
７
０
人
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
。

各
チ
ー
ム
は
、
芝
生
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
思
い
思
い
の
方
向
に

広
が
っ
て
試
合
開
始
。
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
一
投
す
る
た
び
に
応

援
と
悲
鳴
と
笑
い
が
沸
き
上
が
っ

て
い
た
。

試
合
の
合
間
に
は
、
組
合
ご

と
に
設
営
し
た
シ
ー
ト
の
上
で

紅
葉
の
始
ま
っ
た
景
色
を
眺
め

な
が
ら
、
お
茶
を
飲
む
な
ど
し

て
休
憩
を
と
っ
た
。

決
勝
の
部
で
は
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
１
位
か
ら
４
位
に
賞
品
が
配

ら
れ
た
。

高
野
清
嗣
区
長
は

「
区
民
の
健
康
と
親
睦
、

組
合
の
き
ず
な
を
深
め

る
目
的
だ
が
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
か
ら
杖
を
つ
い

た
お
年
寄
り
ま
で
、
た
く

さ
ん
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
」

と
話
し
た
。

「
五
十
肩
だ
が
頑

張
っ
た
」「
芝
が
濡
れ
て

い
た
り
、
地
面
が
凸
凹

だ
っ
た
り
で
、
思
わ
ぬ

転
が
り
方
を
し
て
面
白

か
っ
た
」
「
曇
り
が
ち

だ
っ
た
が
、
爽
や
か
で

気
持
ち
よ
か
っ
た
」
な
ど

の
声
も
あ
っ
た
。

緊張の一打

狙いすまして！

稲刈りを終えて

お
ら
た
ち
が
優
勝
だ

清
水
区
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

て
い
た
が
、
今
年
は
室
内
で

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し

た
。
１０
月
１０

２８
日
清
水
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
の
２

階
で
約
１
０
０
人
の
区
民
が

参
加
し
、
１６
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
３
試
合
を

伍
組
対
抗
形
式
で
行
っ
た
。

四
目
を
２
試
合
続
け
て
出

よ
ん
も
く

し
、
さ
ら
に
三
目
を
２
つ
並

さ
ん
も
く

べ
た
す
ご
い
チ
ー
ム
も
あ
り
、

熱
戦
に
「
お
ら
た
ち
が
優
勝

集
え
！
老
若
男
女
代
田
区
ペ
タ
ン
ク
大
会

代
田
区

だ
」
と
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

初
め
て
囲
碁
ボ
ー
ル
を
体
験

し
た
人
か
ら
は
「
コ
ー
ト
の
周

り
か
ら
多
く
の
観
客
の
声
援
も

あ
り
緊
張
し
た
」「
思
っ
た
よ
う

に
い
か
な
か
っ
た
が
楽
し
く
で

き
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

カントリーから岡晴夫まで
水城ふれあいサロンバンジョー演奏会

１０
月
１０

１５
日
、
水
城

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

は
、
高
齢
者
を
中
心

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
３
種

類
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
を
持
参
し
た
。

久
保
田
さ
ん
の
絶
妙
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
ト
ー
ク
で
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
岡
晴
夫
メ

ド
レ
ー
や
「
モ
ン
テ

ン
ル
パ
の
夜
は
更

け
て
」
に
な
る
と
全

員
の
合
唱
に
な
っ

た
。ふ

れ
あ
い
サ
ロ

ン
は
社
会
福
祉
委

員
会
の
主
催
で
高

齢
者
を
対
象
に
毎

月
２
回
、
民
生
委

員
の
協
賛
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
の

協
力
で
開
か
れ
て

お
り
、
様
々
な
企

画
で
年
間
を
通
し

に
２８
人
が
参
加
し
て
、
水
城
実
年

会
長
久
保
田
晃
さ
ん
の
バ
ン

ジ
ョ
ー
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

久
保
田
さ
ん
は
各
地
で
幅
広

く
活
動
し
て
い
て
、
愛
用
す
る

の
は
５
弦
バ
ン
ジ
ョ
ー
。
当
日
は

手拍子も笑顔もいっぱいの演奏会

て
行
わ
れ
て
い
る
。

近
所
な
が
ら
も
会
う
機
会
が

少
な
く
な
る
高
齢
者
に
は
、
月

２
回
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
貴

重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

心
ひ
と
つ
で
年
番
を

水
城
区

久
井
区

久
井
区
は
改
元
さ
れ
新
元
号

と
な
る
初
年
度
に
鳩
ケ
嶺
八
幡

宮
秋
季
例
大
祭
の
年
番
を
務
め

る
。
そ
れ
に
向
け
、
ま
ず
昨
年

５
月
１２
日
に
伊
原
宮
司
に
清
め

祓
い
を
受
け
、
御
神
田
の
豊
作

を
祈
念
し
、
続
く
１９
日
に
、
農

家
の
協
力
の
下
、
田
植
え
を
し

た
。台

風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た

が
、
秋
に
は
無
事
稲
刈
り
を
終

え
た
。
御
神
田
の
田
植
え
、
稲

刈
り
と
も
区
民
５０
人
の
参
加
で

あ
っ
た
。

し
め
縄
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、

御
神
田
で
刈
っ
た
稲
わ
ら
を
使

い
、
年
末
に
は
お
や
す
作
り
も

行
わ
れ
、
世
代
を
超
え
て
区
民

が
交
流
を
深
め
る
機
会
が
設
け

ら
れ
た
。
年
番
長
の
中
山
明
さ

ん
は
「
松
尾
で
最
少
の
戸
数
・

人
数
の
久
井
区
で
は
あ
る
が
、

老
若
男
女
問
わ
ず
熱
き
心
意
気

は
頼
も
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

城

区

ど
の
飾
り
を
つ
け
、
１
時
間
ほ

ど
で
正
月
飾
り
が
完
成
し
た
。

２
人
の
孫
と
参
加
し
た
山
菅

も
と
ゑ
さ
ん
は
「
ね
じ
る
と
こ

ろ
が
少
し
難
し
か
っ
た
が
、
な

か
な
か
い
い
具
合
に
出
来
た
」

孫
の
松
尾
小
学
校
１
年
生
の
萌

未
さ
ん
は
「
楽
し
か
っ
た
。
部

屋
の
壁
か
玄
関
に
飾
り
た
い
」

と
出
来
あ
が
っ
た
正
月
飾
り
を

見
て
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い

た
。
主
催
し
た
文
化
部
長
の
木

下
成
弘
さ
ん
は
「
昨
年
に
引
き

続
き
２
回
目
だ
っ
た
が
、
地
元

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来

て
よ
か
っ
た
」
と
、
笑
顔
で
正

月
飾
り
を
持
ち
帰
る
参
加
者
の

姿
を
見
な
が
ら
振
り
返
っ
た
。

子どもたちも参加
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１１
月
２
日
、公
民
館
主
催
の

探
勝
会
が
行
わ
れ
、供
大
河
ド
ラ

マ
西
郷
ど
ん

大
西
郷
展
と
秋

の
京
都
僑を
テ
ー
マ
に
２６
人
が

＊
成
人
式
実
行
委
員
地
域
学
習

１１
月
４
日
松
尾
地
区
成
人
式

実
行
委
員
は
地
域
学
習
と
し
て
、

天
竜
舟
下
り
を
体
験
し
た
。

講演をする黒河内淳史さん

松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、

９
月
２１
日
、市
役
所
に
牧
野
光
朗
市

長
を
訪
ね
、地
区
内
の
飯
田
総
合
運
動

場
や
飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の

有
効
活
用
を
目
指
す「
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」構
想
を
提
案
し
、周
辺

施
設
等
の
整
備
も
含
め
要
望
書
を
提

出
し
た
。

松
尾
地
区
は
現
在
、飯
田
総
合
運

動
場
周
辺
に
飯
田
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
を
は
じ
め
、マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、

ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル
、今

は
休
止
状
態
の
天
竜

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の

施
設
が
あ
る
が
、こ
れ

ら
を
総
合
的
に
考
え
、

①
体
育
館
を
改
修
工

事
し
て
公
式
試
合
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
、

②
天
竜
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
夜
間
照
明
を
つ
け

て
使
用
時
間
を
長
く

し
、駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
、③
合

宿
所
を
設
置
す
る
、④

現
在
は
天
然
芝
の
た

め
養
生
時
期
を
設
け

な
い
と
い
け
な
い
の

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人

工
芝
化
し
て
年
中
使
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
案
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
産
業
道
路
と
１
５
３
バ
イ

パ
ス
の
直
結
な
ど
ア
ク
セ
ス
の
改
善

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

同
一
帯
は
、
南
信
州
広
域
連
合
が

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
道

の
開
通
時
代
を
見
据
え
整
備
を
検
討

す
る
屋
内
体
育
施
設
の
候
補
地
の
一

つ
と
な
っ
て
お
り
、
飯
田
市
は
広
域

連
合
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

松
尾
で
は
２
０
０
２
年
に
松

尾
地
区
基
本
構
想
「
や
ら
ま
い

か
松
尾
」
を
策
定
し
、
２０
年
間
に

わ
た
る
長
期
計
画
を
た
て
た
。
し

か
し
、
そ
の
構
想
は
社
会
状
況
の

変
化
に
よ
り
現
状
と
合
致
し
な

く
な
っ
て
き
た
。

今
回
、
飯
田
に
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
駅
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
の
リ
ニ
ア
時
代

を
見
据
え
、
ま
た
飯
田
市
の
「
い

１１
月
６
日
、公
民
館
青
少
年

健
全
育
成
会
主
催
に
よ
る「
出
張

科
学
実
験
教
室
」が
松
尾
小
学

校
で
開
催
さ
れ
た
。今
回
は
液
体

窒
素（
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
℃
）を

使
っ
た
実
験
で
、超
低
温
、超
電

導
体
実
験
、リ
ニ
ア
の
原
理
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

最
初
は
液
体
窒
素
で
空
気
や

二
酸
化
炭
素
を
冷
や
す
と
液
体

空
気
や
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
が
で
き

る
こ
と
や
、液
体
窒
素
で
銅
線
や

花
な
ど
色
々
な
物
を
冷
や
す
と

ど
う
な
る
か
を
実
験
し
た
。

超
電
導
体
の
上
に
ネ
オ
ジ
ウ

ム
磁
石
を
載
せ
、
液
体
窒
素
で

冷
や
す
と
磁
場
を
作
り
、
磁
石

は
固
定
さ
れ
て
宙
に
浮
い
た
ま

ま
、力
を
加
え
る
と
回
転
し
た
。

磁
石
を
引
っ
張
り
上
げ
る
と
超

電
導
体
は
吊
り
下
が
っ
た
。
実

験
の
後
、
模
型
を
使
っ
て
飯
田

に
駅
の
出
来
る
超
電
導
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
浮
上
と
推
進
の

少
年
非
行
防
止
目
的
に
始

ま
っ
て
１０
年
の
節
目
を
迎
え
た

松
尾
地
区
地
域
安
全
大
会
が
１１

月
４
日
開
催
さ
れ
、約
１
７
０

人
が
参
加
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
緑
ヶ
丘
中
学

校
合
唱
部
に
よ
る「
糸
」「
Ｃ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
」「
チ
ェ
リ
ー
」の
合
唱
に

続
い
て
、
飯
田
警
察
署
交
通
課
免

許
規
制
係
長
の
黒
河
内
淳
史
さ
ん

の「
特
殊
詐
欺
の
現
状
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
た
。

黒
河
内
さ
ん
は
講
演
で
、「
特

殊
詐
欺
の
事
件
数
は
７
件
と
少

な
い
も
の
の
、被
害
金
額
は
飯
田

市
内
で
も
５
６
０
０
万
円
以
上

と
多
く
、留
守
番
電
話
の
設
定
に

し
た
り
、地
域
で
お
互
い
に
声
を

か
け
あ
っ
た
り
し
て
振
り
込
ま

せ
な
い
対
策
が
必
要
」

な
ど
、ス
ク
リ
ー
ン
を

使
っ
て
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
。ま
た
高
齢

者
の
事
故
が
全
体
の
４

割
を
超
え
る
実
態
を
ふ

ま
え
、松
尾
地
区
で
も

駐
車
場
内
の
事
故
が
増

え
て
い
る
こ
と
や
、出

合
い
頭
の
事
故
と
し
て

具
体
的
に
松
尾
東
保

育
園
北
の
交
差
点
を
あ

げ
、徐
行（
直
ち
に
停
止

で
き
る
速
度
）の
大
切

さ
を
話
し
た
。

＊
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

１１
月
１１

１０
日
、

１１

１０

１２
月
８
日
に
松

尾
公
民
館
ミ
ニ
体
育
館
で
、
１１

月
は
「
わ
っ
か
と
り
ペ
ン
落
と

し
」「
不
思
議
な
貯
金
箱
」
制
作
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い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」

と
の
整
合
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、

こ
の
基
本
構
想
の
見
直
し
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
１
段
階
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
役
員
お
よ
び
有
識
者

と
各
区
推
薦
の
委
員
１４
人
で
ス

タ
ー
ト
し
、
前
回
の
基
本
構
想
を

検
証
し
な
が
ら
今
後
の
委
員
会

の
組
織
や
進
め
方
を
検
討
し
た
。

さ
ら
に
一
般
公
募
と
各
区
か
ら

ネオジウム磁石が
浮かんでる〜
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松
尾
地
区
地
域
安
全
大
会
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楽
し
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歩
い
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健
康
ににににににににににに
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健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室室室室室室室室室室室

１０
月
１０

２１
日
、城
公
園
で
「
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」が
開
催
さ

れ
、
２０
人
が
参
加
し
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
し

た
あ
と
、靴
の
選
び
方
、履
き
方
、

歩
く
と
き
の
姿
勢
や
足
の
運
び

方
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、ま
ず
は

公
園
内
を
歩
い
て
み
た
。

そ
の
後
、松
尾
小
学
校
の
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
１
・
５
㌔
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。参
加
者
は
「
普
段
か
ら

歩
い
て
い
る
が
自
己
流
だ
っ
た

の
で
、勉
強
に
な
っ
た
」「
足
の
着

き
方
な
ど
丁
寧
に
教
わ
り
、体
の

使
い
方
を
考
え
な
が
ら
歩
け
た
。

い
つ
も
は
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
っ

た
気
が
す
る
」「
た
だ
散
歩
し
て

も
筋
肉
が
つ
か
な
い
と
聞
い
て

び
っ
く
り
し
た
」な
ど
と
話
し
て

い
た
。

途
中
か
ら
体
が
温
ま
り
、一
枚
、

ま
た
一
枚
と
上
着
を
脱
ぐ
姿
も

見
ら
れ
た
。

講
師
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
田
中
利
治
さ
ん
は
「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
お
金

が
か
か
ら
な
い
、
一
人
で
も
で

き
る
、
心
肺
機
能
が
上
が
る
、
骨

粗
鬆
症
に
良
い
な
ど
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
正
し
く
楽
し
く
歩

い
て
、
今
後
の
健
康
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
て

い
た
。

いつもより大股で

松尾図書館
（公民館２階）

開館日 水曜 午後１～５時

土曜 午前１０～午後５時

日曜 午後１～５時

本のリクエストも受けつけています。

目
指
す
も
の
は
リ
ニ
ア
を
見
据
え
た

松
尾
の
１０
年
後
の
姿

松
尾
地
区
基
本
構
想
特
別
委
員
会
の
取
り
組
み

の
選
出
、
お
よ
び
松
尾
地
区
在

住
の
市
役
所
職
員
を
各
分
科
会

委
員
（
５
区
分
３６
人
）
に
加
え
、

現
在
は
合
計
５０
人
態
勢
で
進
め

て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
宮
澤

会
長
は
「
目
指
す
も
の
は
松
尾

の
１０
年
後
の
姿
で
あ
る
。
基
本
構

想
が
文
書
化
さ
れ
た
時
点
が
終

点
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
未
来

構
想
事
業
推
進
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
。
そ
の
た
め
に
は
強
力
な

推
進
体
制
と
定
期
的
な
レ

ヴ
ュ
ー
が
必
要
と
な
る
」
と
結

ん
だ
。

秋
の
探
勝

秋
の
探
勝
会会

説
明
を
受
け
た
。

子
供
た
ち
の
感
想
は「
科
学
っ

て
す
ご
い
」。
テ
レ
ビ
や
教
科
書

な
ど
で
与
え
ら
れ
る
知
識
よ
り
、

自
分
で
経
験
し
て
得
た
知
識
は

尊
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
。

参
加
し
た
。

霊
山
歴
史
館
で
、特
別
展
の
大

西
郷
展
を
観
覧
。
幕
末
の
頃
に
思

い
を
馳
せ
た
。
出
発
時
間
ま
で
の

間
、
近
く
の
二
年
坂
、
三
年
坂
を

散
策
し
た
人
も
多
か
っ
た
。

午
後
は
、織
田
信
長
の
菩
提
寺

で
も
あ
り
、千
利
休
作
の
直
中
庭

の
あ
る「
大
徳
寺
」
塔
頭
「
黄
梅

院
」の
見
学
を
し
た
。ま
だ
紅
葉

に
は
早
か
っ
た
が
、手
入
れ
さ

れ
た
庭
の
美
し
い
苔
と
、緑
の

も
み
じ
が
皆
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
。

同
じ
松
尾
に
住
ん
で
い
て
も

初
対
面
の
人
も
多
く
、交
流
と
親

睦
を
深
め
る
探
勝
会
で
あ
っ
た
。
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科
学
っ
て
す
ご

科
学
っ
て
す
ご
いい

松松松松松松松松松松尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾ををををををををををススススススススススポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツのののののののののの拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点点点点にににににににににに松尾をスポーツの拠点に!!!!!!!!!!!
スポーツパークＩＩＤＡ構想提案

二年坂も散策

が
、
１２
月
は
静
電
気
を
使
っ
た

実
験
と
「
爆
鳴
気
体
験
」
が
行

わ
れ
た
。

＊
出
張
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

１１
月
１１

１７
日
新
井
分
館
主
催
の

出
張
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
約
６０
人
が
参
加
し
た
。

「
浮
く
も
の
シ
リ
ー
ズ
」
で

空
気
に
つ
い
て
の
学
習
を
体
験

し
、
最
後
に
風
船
ロ
ケ
ッ
ト
作

り
を
楽
し
ん
だ
。


